
 

 

 

     

橘小学校  学校努力点 

よく考えて、主体的に学ぶ橘っ子 ～教職員一人一人が主体となった学びのアップデート～ 

名古屋市は、全ての子どもが学びを通して自分らしく、幸せに生きていくことができるよう

「ナゴヤ学びのコンパス」という基本的な考え（ポスターを校内に掲示中）を示しています。

この考えを基に、橘小学校も「学校努力点」に位置付けて、教職員一人一人が学びのアップデ

ートを行うことで、教職員が学びの伴走者になり、子どもが自走して「よく考えて、主体的に

学ぶ」ことができるように取り組んでいきます。（別紙資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談月間 
６月３日（月）～２８日（金）は、教育相談月間です。子どもたち全員に事前にアンケート

調査を行った後、よりよい人間関係を形成することを目的として、学級担任と子どもが１対１
でじっくりと話し合います。子どもたち一人一人の実態をより深く把握し、今後の教育活動や
学級経営に生かしていきます。 

５月２日（木） 交通安全教室 

橘小学校の子どもたちが、安全に登下校したり、身近にある危険について知ったりするこ

となどをねらいとして、中警察署・トラック協会・交通指導員の三輪さんの協力を得て、交通

安全教室を行いました。特に、トラックが右左折する際に生まれる内輪差については、実施

に人形と風船を使い、実証していただきました。子どもたちは、「人形が無事でよかった」と

いう思いをもちながらも、巻き込まれて破裂してしまった風船が自分だと考えると、命を落

としてしまう怖いことであるということを学ぶことができたと思います。      

下校時の子どもたちの様子を見ていると、きちんと止まり、左右を確認してから横断歩道

を渡っていく子が増えましたが、元気よく東門から飛び出していく子もいます。交通指導員

の三輪さんが、常に声をかけ続けています。交通事故で命を失うことは絶対に避けたいです。

ご家庭でも、交通安全に関する注意点などを、毎日のように声かけをしていただけますとあ

りがたいです。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜トラックの内輪差について学ぶ様子＞           ＜横断歩道での歩行訓練の様子＞ 

 

＜児童会の挨拶＞    ＜首飾りを渡す様子＞  ＜花のアーチをくぐって退場する様子＞ 
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【４年生の出来事】欠席者がいたため、土間掃除が人手不足だった

ことに気づき、他の区域の掃除担当の子が担当区域の掃除を終えた後、進んで手伝いにきて

くれました。  

【６年生の出来事】数人の子が、教室のロッカーの上に置いてある全員分の教科書類の向き

をそろえてきれいに整頓し、気持ちのよい教室環境にすることができました。 

ほっこりコーナー 

巻き込まれなかった 

人形 

巻き込まれて破裂し
てしまう風船 


